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1．はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「うまくいっていること」、すなわち今後発展できそう

　平成18年12月14日、教務委員等の各部局教育担当代　　　なことと、「困っていること・気になること」、すなわ

表者20名を参加対象とする全学FD「学士課程および大　　ち問題点を引き出す時間をとった。このプロセスは、

学院教育実質化でのFDを問う」が開催された。この　　理念の実現のための身近な目標や課題に気づき、今あ

FDの目的は、①学士課程および大学院教育の実質化　　る現状からの出発を可能にすることを意図している。

におけるFDについて、共通認識を形成すること（目　　　最後に、現状を変えるための、より具体的かつ実現

指すFD像、　FDの未来図の形成）、②各部局での取り組　　可能なプラン作成、方策検討の時問を用意した。実際

みについて、担当者および他部局関係者が共同で考え　　には、ここまで十分な成果を上げるためには時間が短

る機会をつくること、そして③FD、教育改善につい　　いと予想されたが、1つでも具体的にすぐに取り組め

て、全学レベルで教員の意見を収集し、今後のFDの　　る方策を引き出し、ファシグラによって目に見える形

課題を明確にすることであった。　　　　　　　　　　　にすることが、今後の取り組みへの「何かできそう」

　実施場所は、総合教育研究棟D棟会議室、13時から　　「試してみたい」という動機づけを強めると考えた。

17時の4時間にわたり、グループ討論を中心に、参加

者全員で議論し成果を出す、ワークショップ形式で行　　（2）日程

われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：00　あいさつ（河野理事）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：10　自己紹介および「このワークショップFDに期

2．プログラムの構成　　　　　　　　　　　　　　　　　待すること」

　プログラムは、以下の日程にしたがって進められた。　　　　　個人発表、まとめのファシグラ（濱口・津

全体を進行するファシテーターを大教センター教員の　　　　　　田）

加藤が務め、テーブルファシリテーターおよびファシ　　13：45　グループ・ファシリテーション「FDとは？」

リテーショングラフィック（以下ファシグラ）を、同　　　　　　　ファシグラしながらグループ討議

センターの濱ロセンター長および津田教授が務めた。　　　　　　　FDについての新情報（加藤）

（1）プログラム構成のねらい　　　　　　　　　　　　　　14：20　目指したいFD（理念の明確化）

　プログラムでは、まずワークショップ形式でのFD　　　　　　個人作業（シート記入）、全体貼り出し・ま

に慣れていない参加者に対し、このワークショップの　　　　　　　とめ

主体が参加者自身であることや、最終成果は参加者の　　14：40　休憩

主体性に関わっていることを確認するため、自己紹介　　14：50現状は？（うまくいっていること、困っている

を兼ねた、参加者自身の期待する成果を明らかにする　　　　　　こと・気になること）

時間をとった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループで討議とファシグラ

　次に、FDについて、参加者自身がすでに持っている　　15：10現状変化のためのプランづくり

知識や経験を引き出しながら意識化するとともに、そ　　　　　　○何ができそうか、何が必要か

こに含まれていない新情報をファシリテーターが付加　　　　　　○必要だけど、できそうにないこと

し、FDの意味について全体像を明らかにした。このプ　　　　　　○サポートが必要なこと

ロセスは、参加者がそれぞれ経験として持っている部　　15：30現状および変化のための方策まとめ

分的なFDに関する文脈を、大教センターの調査研究　　　　　　　グループ発表

の成果に基づくFDの総合的な文脈の中で相対化する　　15：50　FDプランイメージ作成

ことにより、FDの持つ意味についてより明確で深い理　　　　　　個入発表とまとめ

解を促すことを意図している。　　　　　　　　　　　　16：40全体ふりかえり（ファシグラ）

　続いて、本学におけるFDの理念、その目指すとこ　　17：00終了

ろ、向かうべき方向性を明確にした。そして、その理

念に照らして、現状はどうなっているのかを振り返り、
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3．参加者によるプロセスごとの成果　　　　　　　　それ抜きには、満足なFDはできない。

（1）目指したいFD－FDの未来図　　　　　　　　　　　・　FDとは、他の教員・学生・組織との対話であると

　FDとは何か、新潟大学としてどのようなFDを目指　　　思う。したがって、常に自分たちに何がもとめられ

したらよいのかを、「FDとは～である。したがって、　　　ているのかを発見できるFDにすべき。

～のようなFDを目指したい」という形で、参加者全　　・FDとは、教育目標、内容、方法の改善について、

員に記述してもらった。　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者集団が様々な方法で検討し、実行に移してい

　個々の意見すべてを総括すると、「FDとは、個々の　　　くことである。したがって、指導者集団全員が参画

教員にとって永続的な自己改善の場であるとともに、　　　するFDを目指したい。

大学として、教員を支援し、学生や教職員を含めて大　　　・　FDとは、教授法や学生との接し方など、問題を

学という組織の力を高め、最終的に大学の教育目標を　　　共有する場であると思う。したがって、主体的な研

達成するための場である」ということができるだろう。　　究会であることを目指したい。授業の共同分担を活

以下に記述された各意見を並べた。それぞれを見れば、　　用し、互いの授業に参加し、現場をFDに変えるこ

表現の仕方は多少異なるものの、FDが向かう未来図に　　　とがより必要と思われる。

ついて、決して後ろ向きではない、大学教育が変わる　　　・　FDとは組織力を高めるものであると思う。した

ために必要な手段であるという意味で共通する方向性　　　　がって、全員参加で、負担感の少ないFDが必要。

にあることが理解されるだろう。　　　　　　　　　　　　・　FDとは、教員、学生双方に豊かな実りをもたら

・　FDとは、大学教員にとってエンドレスのプロセ　　　すもの、ひいては大学教育そのものを充実させるた

丞であると思う。したがって、①大学・学部が目指　　　めに貢献するものであると思う。したがって、現場

　す理念・目標を明確にし、②これの実現に向けて、　　　に密着し、現場と乖離しない方向で考えてゆくこと

　教員が資質を向上させるようなFDを目指す必要が　　　が必要だと思う。

　あると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　・FDとは、教育目標を達成するために、教員が共

・　FDとは、学生と教員の知の水準を高めるもので　　　有すべきことを周知させることだと思う。したがっ

　ある。したがって、自由な発想で教員と学生が知的　　　て、まず、何を教え、何を理解させるかの議論が必

　レベルを常に向上させるようなFDを目指したい。　　　　要と思う。

・　FDとは、個人と組織の成長であると思う。した　　・FDとは、大学の教育理念、目標を実現するため

がって、伸びたいと思う普通のことの実行で、それ　　　の教育・研究に関する改善計画、実施、次への方策

　が取り入れられるようなFDを目指したい。　　　　　　　を考える場である。したがって、　FD参加者が大学の

・FDとは、学部の改善のためのあらゆる試みである。　　教育理念、目標について理解し、時には提案を行え

　そのためには、できるだけ多くのメンバーが参加で　　　る機会が必要である。また、円滑なコミュニケー

　きる場を設定する必要がある。　　　　　　　　　　　　ションがとれるFDが必要である。

・FDとは、真に教育のため、学生のためのもので　　・FDとは、「相互成長の場」であると思う。した

ありたい。したがって、教育改善が実現できる具体　　　がって、「参加型」で「自由な発想を尊重できる」

　的なものにしたい。　　　　　　　　　　　　　　FDを目指したい。

・　FDとは、教育技術の習得の場である、したがっ

　て効率的で有効なFDを目指したい。　　　　　　　　　（2）FDの現状（改善のための手がかりの把握）

・FDとは、組織や教員個人が自ら教育を改善する　　　では、実際の本学におけるFDの現状はどうなって

　努力を支援するものであると思う。したがって、押　いるか、1）うまくいっていることと、2）困ってい

　し付けではなく、議論を通して作り上げていくため　　ること、気になることについて議論した結果、次のよ

のFDを目指したい。　　　　　　　　　　　　　　　うな意見が出された。

・FDは、教員相互の勉強の場だと思う。学生サー　　　まず、1）うまくいっていることとして、

　ビスの向上に少しでもつながるFDを目指したい。　　　・　教育改善に意欲のある教員が増加した。

・　FDとは、公共空間であると思う。したがって、　　　・　制度導入の定着には役立った（例CAP制など）。

関連する多くの人びとが参加し、そこでの討議が一　　・　同僚が何をしているか知ろうとしなかった自分に

定の有効性と、拘束力があるものとされるような　　　気づいた。

FDを目指したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　・　一応やっている。何もやらないよりは、意味有。

・　FDとは、大学組織としてヤル気を上げていくた　　　・　学生の実力が把握できたり、学生の立場を考える

めのものだと思う。したがって、教員が積極的に喜　　　ようになった。

んで参加して、お互いのレベルアップを図れるよう　　　・　他の大学などの授業の工夫を知ることができた。

なFDを目指したい。　　　　　　　　　　　　　　　・教育のウェイトが上がった。教育改善に多くの時

・　FDとは、教員能力の向上であると思う。したがっ　　　間を割いている。

て、それを保証する制度と時問が必要であると思う。　　など、継続して実施してきたことについて、全体と
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・　情報カバ有できない。

・　申請書（科研）の書き方や、授業運営上の工夫と

　いった教育は受けていない。

・　参加者が少ない、固定化している。来るメンバー

　は同じ。

・　教員の二極化。

・研究と教育のバランスのとり方がむずかしい。

・　学部のFDと大学院のFDがつながっていない。

・　忙しくて、FDに参加しにくい。

　などがあった。これらの意見の中でも特に多くあげ

られた意見をまとめると、次の3点に集約することが

できる。

①FD実施が自己目的化している。

して教育への関心が高まったなどの一定の評価が見ら　　なった。

れた。参加者の問で、FDを実施すること自体には意義　　　1．全学におけるFDの構造、その目的、目標を明

があると、概ね認められている。この現状は、今後　　　　確化すること。目的別開催部局（レベル）、開催

FDを進めていく上で大変心強いことだと感じた。　　　　　　形式・方法等を明確にすること

　一方、2）困っていることとしては、　　　　　　　　　2．FDが実際の教育改善、授業改善と結びつくよ

・　教育改善にうまく活かされていない。　　　　　　　　　うな改善のサイクルを構築すること

・　効果が実感できない。　　　　　　　　　　　　　　3．各部局のFDをサポートする体制を整備するこ

・　授業改善が個人の努力にまかされていていいのか　　　　と

　疑問。

・　教員は経験的なことしか知らない。理論なしの実　　4．全学教育機構への提言

　践はまずい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学教育開発研究センターは、このワークショップ

・　FDをやること自体が、評価の対象になっている。　　の成果である全学におけるFD構造化への意見を、次

・教員間のコミュニケーションがとれていない。　　　のような提言にまとめ、全学教育機構連絡会議に提出

・FDに出ても、意見が言えない。規模が大きすぎて　　した。

　話せない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）全学におけるFDの構造のモデル化

・　本当に何が困っているのか、意識していない。　　　　　　FD構造図の例）

　　1　　ミ丑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1大学の薮青面憲・肩篠

／　　離さ躍麟力の　　＼

　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のへ

　　／〆　　FD＝教育目標実現の戦略　　＼＼＼

　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

，・@　　　　　　　①基礎的な学習教授　　　　　　　　　・、

1　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　別課題伽一クシ・ップ・セ・　　　　／

＼　薯簸鰯二・トでの問騰の共　／
＼＼④部局を超えた大学としての問騰の共有／

　　　＼および課題解決　　　　　　　　　　／／
　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　／’
　　　　　　　、一一＿＿＿一＿／

　　FD（多くは講演形式）を実施することが目的とな　　　（1）FDの目的：大学の教育理念「自律と創生」を実

　り、「何のためにFDをするのか」、　FDによって何を　　　　現するための人づくり、大学づくり

　改善するのかが明確になっていない。教員間のコ　　　（2＞具体的活動内容

　ミュニケーションがとれていない。　　　　　①新任教員研修、新任職員全体のオリエンテー
②FDが実質的な改善（成果）に結びついていない。　　ション（SD）、大学として全職員に保証する内

　　FD（講演会）を行っただけにとどまり、何をどの　　　　　容。

　ように改善したかにつながっていない。教員が二極　　②学習教育関連ワークショップ、その他教員個

　かしている。理論なしの実践や、教育を受けずに個　　　　　人の能力（知識・スキル・態度）向上のセミナー。

　人の努力になっていることへの疑問。　　　　　③教育担当部局ごとの、授業観察教育評価
③　FD実施に疲弊している。効率的でない。　　　　　　　　　（省察）などによる改善プロセスが中心。

　　重複したFDが行われている。実施担当者、参加　　　　④　全学FD（全学からの意見収集、現状把握、最

　者ともに疲れている。　　　　　　　　　　　　　　　新情報の共有、コミュニケーションの場づくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など。

（3）現状を変えるための方針・方策（すべきこと。実　　（2）PDCAサイクルのFDの構築（構造③と④）

　現できそうなこと。）　　　　　　　　　　　　　　1）教育担当部局ごと、年間FD計画を立案し、　FDの

　次に、現状の把握を受けて、その現状をどのように　　　目的、目標を明確にする。

して変えていくのか、変化のための方針および方策に　　　例）課題発見、問題意識共有の場→課題解決のため

ついて議論した（議論において出された各意見の詳細　　　　の方針方策を議論する場

は、資料を参照）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→方策の実行（セミナーやWSなどの実施、課題

　その議論において、最も多くの意見が出されたのが、　　　　によっては、ここに①、②を組み込む）

「全学におけるFDの構造化」に関わることであった。　　　　→実行の成果を振り返り、次に改善すべき課題の

中でも、次のことが急務になっていることが明らかに　　　　　発見の場→くりかえし…
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2）全学機構では、たとえば、全学教育における学生　　供、人的資源の情報￥派遣など）などがあげられる。

　による授業評価アンケートの結果を、教育の質の保

　証のための評価に取り入れ、基準を満たさない場合　　5．まとめ

　について改善の方策を講じる。　　　　　　　　　　　　4であげたこのワークショップ成果に基づく全学教

　　○授業評価による教育の質保証のための最小限の　　　育機構への提言は、平成19年2月の全学教育機構連絡

　　　基準の設定　　　　　　　　　　　　　　　　　会議で報告および検討され、具体的に、①学生による

　　○基準を満たしていない場合（学生からの不満が　　授業評価アンケートの結果において、とくに総合満足

　　　あった場合〉の対応手順の設定　　　　　　　　　度が（一）値の科目についてフィードバックをかけ、

（3）FDサポート体制の再構築　　　　　　　　　　　　今後の改善プランを明確にすること、②同じく授業評

　全学でのFDのサポート体制を再構築する。例えば、　　価アンケートの分野水準表示法の表示水準について、

全学教育機構教育支援部門を中心に、まず、各部局で　　実態とのギャップのある科目にフィードバックをかけ

のFD担当者によって構成される全学FD委員会（仮　　ること、③全学FDへのニーズの検討や、情報収集お

称）を立ち上げる。合わせて、授業評価アンケートへ　　よび提供のためのネットワーク組織として、全学FD

のフィードバックシステム、シラバスチェック体制、　　委員会（仮称）を4月以降に立ち上げることを決定し

そして全学レベルFDのコーディネートなどがあげら　　た。

れる。また、大学教育開発研究センターを中心に、個　　　今後は、③の全学FD委員会（仮称）を中心に、今

人レベルの教育資質開発サポート（大学教授法プログ　　回のワークショップのように、そこでの議論の成果が

ラムの提供）、教育支援ネットワーク化のサポート、　　改善に結びつくような自律的な活動を続けることに

教育担当部局のアドバイザー（JABEEの外部アドバイ　　よって、　FDが実質的に意味のある活動となるように努

ザリー委員など）のほか、教育改善関連の情報提供　　めていきたい。

（国内外の改革情報資料、全学のFD実施状況や情報提
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資料　ワークショップにおける参加者の意見

1．具体的な改善の方針・方策について　　　　　　　　　　　チャーによる学問的裏付け

・各レベルでのFDを支えるしくみをつくる。各レベ　　　　　・企業参加のFD（企業が求める学生像、研究等）

ルでのFDの目的を明確にする。システムとしての　　　　・資格取得支援についてのFD

教育改善と、教員個人の授業改善にわけて行う。　　　　　・学生のトラブル、犯罪に関するレクチャー

・　個々の教員それぞれの授業を改善するものと、部　　　　・最近の学生の心理に関するレクチャー

局として取り組むべき課題の探究の2本立てにする。　　　・学生（社会人〉による教員へのFD、大学に何

・　教育担当レベル（学部レベル、学科レベルなど）　　　　　を求めているか

に応じたFDの導入。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・入試統計情報の読み方・考え方についての知識

・研究科としてのFDと、分野ごとのFDに分ける。　　　　　提供

・　全国的な、或いは世界的な教育改革の状況を報告　　　　・他大学の入試の現状についての情報提供

　してくれる大きなFDと、身近な教員問での授業改　　　　・入学から卒業までの支援システム作りを考える

善を話題とした話し合いに分けて実施する。　　　　　　　　FDの開催

・全学FDとして、　FDのためのFD（今回のような、　　　　・入試広報活動についての学部相互の情報共有の

部局共通の問題点や改善点、通達すべき情報等の集　　　　　ためのFD

約整理を踏まえての討議のようなもの）を行う。　　　　　ワークショップ・会議

・　大学の理念、目標の明確化するためのFDの実施。　　　　・教育評価システムの確立（全学＋部局）

・授業（カリキュラム）改善のためのFDと、授業方　　　　・教育評価システム作成のためのワーキンググ

法（教員個人）の改善のFDの2つのシステムが必要！　　　　　ループの立ち上げ

・　教育評価のシステムをつくる。学生評価で、少な　　　　　・授業の評価基準の策定、複数の専門部局同士で

　くともとんでもない（悪い）教員を把握する。→勧　　　　　統一とか一本化できるのか討議

告システムを導入する。再教育FDを実施する。　　　　　　・共通なテキストづくり

・　授業評価アンケートの結果を活用する。改善につ　　　　　・カリキュラム改善FDカリキュラムの見直し、

　なげる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カリキュラム改革に関するFD（辻）・必要に応

・　授業評価アンケートに、本人からのコメントを付　　　　　じて反復学習

　ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・個々の学生に見合った指導

・　参加者の声をくみ上げるシステムづくり。マンネ　　　　　・授業・教育負担の平等化

　リ化を防ぐ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教育評価の基準づくり

・　実習的なFDを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　・部局問の均一化、標準化

・　SD，　FDの委員会を立ち上げ、教員の持つべき能　　　　　・各学部・研究科の特性・特徴に応じた長期的な

力を明らかにする。（教育、研究、臨床実践、組織　　　　　制度構築（プログラム）

運営、地域貢献能力などで）　　　　　　　　　　　　　　※主専攻プログラム、外国語教育など

・授業公開をし、観察する。これを義務づける。　　　　　［授業観察］（部局レベル・）

・　授業内容について、改革時期、点検時期に15人前　　　　　・優れた授業など実例を教員相互に観察、相互に

後でグループごと経験を踏まえて、カリキュラム作　　　　　授業に出席

成や、実践に関する理論の認識、実践改善を行う。　　　　・全員の授業公開、嫌でもすぐやるべき。

・　学務委員長命令で出席を義務づける。　　　　　　　　　　・授業参観とその後の議論

・教授法や教材開発など、教授会でなじまないこと　　　　　※新任研学習￥教育ワークショッププログラム

　を議論する場をつくる。

・　すでに実施しているFDの洗い出し。　　　　　　　　　2）今後のFDテーマの発掘法

・　学生を含め、意識を高めあうための場をつくる。　　　　・参加者からのテーマの汲み上げ、希望・提案を

・FDでの検討内容について、学生との対話、ビアリ　　　　　出してもらう。

　ングを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・テーマの公募、役立つことや切迫することにつ

・励ましあい、良いところは認めあう空気づくり。　　　　　いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学生の意見をアンケート以外で取り上げる

ll．その他、来年度以降のFD実施への具体策　　　　　　　・FDでやるべきこと、やって欲しいことを教員

1．FDテーマの案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にアンケート

　1）FDのテーマ
　　講演会形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．FDの開催方法

　　・大学の理念・目標の明確化、なぜFDを行うか　　　　1）対象・レベル別

　　・高等教育研究のFD、専門家の講演、心模様FD、　　　　・新任教員対象のFD）

　　　アカデミックハラスメントFD、ミニレク　　　　・学生参加のFD、教員と学生を含めたFD（学生
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　　　の希望することと教員の求めることとの共通意　　　　　解者づくり

　　　識の形成）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・授業評価アンケートの解析

　　・学部のみならず、大学院FD

　　・学科FDの新設、講座（学科）もしくはそれよ　　　　2）経済的支援

　　　り小さい一番身近な単位のFD　　　　　　　　　　　　・他大学施設の視察や講演者招請のための予算

　　・保健学科すべての教員対象のFD　　　　　　　　　　　・資料作成のための雇員（TA）

　　・全学的な“キャリア教育”の位置づけの明確化　　　　　・教育資源に対する経済的サポート

　　　→分野コード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教育人材の確保

　　・まずはキャリアセンター主催のFDを開催　　　　　　　・中身（内容）を充実させるために、スタッフ、

　　・MOTの場合教員同士のFD、専門の異なる教員　　　　　教室、予算のサポート

　　　が集まっているFD　　　　　　　　　　　　　　　　　・学生の必要な施設老朽化や図書については、予

　　・自分なりの自己評価・自己点検　　　　　　　　　　　　算措置

　　・人文学部での学生と教員の対話集会　　　　　　　　　　・金と人、新潟大学全体とか全大学が関わる大き

　　・国際センターの役割再考FD、全学FDと関連つ　　　　　なテーマ、適当な講師の派遣

　　　けながら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・講師の講演料、優れた試みをしている教員を呼

　　　日本人学生の送り出し支援、地域貢献プロジェ　　　　　ぶための

　　　クト、留学生教育の改善

　　・保健管理センターの勉強会、検討会　　　　　　　　　3）その他

　　・関連を持たせるべき授業の連携。しかし、これ　　　　・高校生が何を求めて大学入学をしているか、高

　　　は結果的にFDの積み重ねの上でしかできな　　　　　校側からの情報提供

　　　い1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学生・教員のメンタル・ヘルス

　　・個別科目改善FD　　　　　　　　　　　　　　　　　　・報告書をもっと簡素化、酒を飲みながら将来を

　　・外国語授業の内容・方法・成果と問題点　　　　　　　　語り合う時間が昔はあった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・評価と声に出さなければ、もっとユニークなも

　2）開催時期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のが出てくるのでは

　　・学期はじめのFD、教員ガイダンス　　　　　　　　　　・周囲からの好意的バックアップ（励まし）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・保健管理センターや臨床心理専攻教員の参加

3．FD普及への戦略　　　　　　　　　　　　　　　　　　・保健管理センターのサポート（新任教員研修や

　　・出席の事前確認と過去の出席状況の公開（出欠　　　　　教職員継続研修のサポート、構成員の健康保健

　　　リスト公開）　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理面に関するFDのサポート、　SDの継続）

　　・参加させるための教員の意識改革、ペナル　　　　・教養教育の見直しと改善のためのサポート

　　　ティーを課す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・日本人学生の長期留学支援、他学部との連携

　　・私を含めFDのイメージの改善作戦　　　　　　　　　　・留学生の就職支援、キャリアセンターとの連携

　　・一番悪い者には勧告、FDを活かすように

　　・FD不参加教員への資料配付と資料へのコメン　　皿．今回の全学FDに参加しての参加者の振り返り

　　　ト収集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．全体

　　・FDへの各教員のインセンティブ　　　　　　　　　　○　ワークショップでの、多様性が面白かった。

　　・インセンティブの設定、FDの出席、授業改善な　　　　（同じトピックでも、多様な意見がある。）

　　　どを研究費等に反　　　　　　　　　　　　　　　○　ここでの成果を、他の教員にも広げてほしい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　FDの問題が具体化できた。

4．必要なサポート体制づくり　　　　　　　　　　　　○　継続するための、効率よいFDが必要。

　1）情報提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　1つの学部だけで抱えすぎないことが大切。他

　　・FD情報の配信、　FD資料の提供→センターのHP　　　　学部との共催も考えられる。

　　・情報源の情報　　　　　　　　　　　　　　　　　○　参加者のみなさんの熱意に、パワーをもらえた。

　　・国内外のFDに関する調査と情報の共有　　　　　　○　自分の部局でできるサポートは何かを考えるこ

　　・学生参加の授業づくりの実例　　　　　　　　　　　　とができた。

　　・ユニークな艶aching　Methodの紹介　　　　　　　　○　他部局で開催しているFDなどの情報を、集中

　　・センター収集資料の自由閲覧。　　　　　　　　　　　して提供してくれると嬉しい。

　　・世界の大学の入試事情についての情報提供　　　　　○全体のレベルアップのFDと、個人のレベル

　　・他学部・他大学での具体的な取り組み事例の紹介　　　　　アップのFDが必要。

　　・各学部・研究科と連携を図るための協力者・理　　　○　このワークショップのやり方は、会議にも使え
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　そう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　他学部の状況を知ったこと。

○　大学院の授業のあり方に、ワークショップは役　　4．不満に思ったこと

　立つと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　これまで実施されてきたFDの評価や効果につ

O　FDの全体性が見えた。　　　　　　　　　　　　　　いての話。

○　ワークショップとセミナーをうまく使いわける　　　○　今日の話し合いは非常に面白かった。ただし形

　　といい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式的に面白かったものは中味がどうなのかが不安

○　大教センターも、けっこうよくやっている。　　　　　だ。一時的なものに終わってしまいそうな不安が

○　課題解決の場としてのFDもある。　　　　　　　　　　ある。

○　大教センターとコンサルテーションするのも可　　　○　大学院向けのFDのヒントを得るまでに至らな

　能。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かった。

O　FDは業務の中にすでに組み込まれている。　　　　　○　少し時問が長いかも。ファシグラが下手だった

2．気づいたこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自分）。

○　部局間の違い。（考え方、やり方）　　　　　　　　　○　全体の作業の流れを最初に説明していただける

○　この形式のワークショップも良い方法である。　　　　と良かった。

　使えたら別にも使いたい。　　　　　　　　　　　　○　もう少し具体的なテーマでディスカッションで

○　みなさん、思ったよりFDに熱心でした。　　　　　　　きると思っていたのですが、　FDそのものがテーマ

○　先生方の悩みは、学部を超えて共通しているん　　　　でした。（私の早とちりでした。自己嫌悪です。〉

　だなあ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　河野先生のFDへの思いをもっと聞きたかった。

○　今日のような形式の会議は初めてで驚いた。　　　　　私自身は制度を紹介するFDでは、いつも抵抗勢

○　皆様大変熱心に取り組まれていると感じました。　　　力だったので、今の執行部の考えを知りたかった。

○　誰もが良くしよう、良くなりたい（良くした　　　○　ワークショップは良いのだが、やはり時間との

　い）と思っているということ。　　　　　　　　　　　　かね合いが問題。

○　全国的な大きなテーマから、個々人の授業改善　　　○　ワークショップの本当の目的をきちんと伝える

　に至るまで、様々な段階のFDテーマがあるのだ　　　　べき。そうしないと、テーマ、進め方にむじゅん

　　ということがわかった。　　　　　　　　　　　　生じる。

○　全学の多様性。改めて総合大学だなと思いまし　　　○　ブレーンストーミングに集中するには、時間の

　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制約もあるのかインターラプトされることがあり、

○　各学部、研究科での問題点、悩みの共通理解。　　　　　考えをまとめにくかった。

○　よいふんいきのフリートーキング。　　　　　　　5．その他

○　学部により、大変事情が異なること。　　　　　　　○　ファシリテーターがとても良かったです。

O　FDはスタートして日が浅く、今後の課題が多　　　○　もっと大学のトップが出てきてほしい。議論に

　いということに改めて気づかされた。　　　　　　　　　参加してほしい。

○　全学の多様性。　　　　　　　　　　　　　　　　　○　私としては、大学内の物ごとはボトムアップで

3．嬉しく思ったこと、満足したこと　　　　　　　　　　　進めるべきと思っている。そのためには、FDは学

○　全学的にFDに対する考え方が前向きだったこ　　　　科レベルから始めたい。

　　と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　お仕事過重にならない範囲で、全学のFD実施

○　色々と本音が出たこと。　　　　　　　　　　　　　状況を事前に大教センターHPにアップしていた

○　ワークショップがうまくいったこと（対象が先　　　　だけたら、絶対見ます。

　生なのに1〉。　　　　　　　　　　　　　　　　　○　いろいろ勉強になりました。期待していたこと

○　長時間、頭を使ったことでしょうか。　　　　　　　　とは違っていましたが、別の意味で今後の国際セ

○　あらためてFDの意味を再考した。　　　　　　　　　ンターのあり方を考えるために参考になりました。

○　他部局の先生方とお話できたこと。　　　　　　　　○　来年2月ごろに、キャリアセンターでのFDを

○　他部局の方々と知り合えたこと。　　　　　　　　　　開催しますがご協力を1また連絡します。

○　同じような思いの方々が多かった。　　　　　　　　○　大学時代のサークル活動のような雰囲気でした。

○　多くの部局の方々とお話できたこと。　　　　　　　　青年の家みたいな所でああいう形式でやりました。

○皆おなじような悩みを抱えているということを　　　　正直、1月10日に卒論締切を抱えている人文教員

　発見できたこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　には、12月に4時間空き時間を作るのはつらいで

○　皆さんお若い（考え方が）ということ。　　　　　　　す。

○　多くの意見がでたこと。　　　　　　　　　　　　　○　楽しかったです。おつかれさまでした。

○　他部局の方々と交流できたこと。
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